
褥瘡のメカニズム解析と 

再発予防、遠隔地シーティングクリニック支援 
 

褥瘡の再発予防を目的として、①発生メカニズムを再現性のあるモデルで研究し、その 

得られたノウハウを、②シーティング・クリニック（病院と共同実施）で直接、活動的な脊髄

損傷者の再発予防に活かしていきます。さらに③日本中で一貫したシーティング・クリニッ

ク・サービスが受けられるよう、遠隔地への支援研究をはじめています。 

 
① 褥瘡発生メカニズムの研究 

  褥瘡は血行障害や虚血による組織破壊、再灌流障害によって発生します。そのメカニズムを知り、早

期発見や予防、治療に役立てる研究を行っています。 

虚血部位の周辺に広範囲に不可逆的な血行不全が生じ，持続する

蓄熱反応による組織破壊の進行→褥瘡の重篤化へ

運動機能障害･感覚機能障害･栄養障害などの機能不全
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② 活動的な脊髄損傷者の褥瘡再発を予防する！シーティングクリニックでの適応評価研究、遠隔地支

援を目指す研究 

効果的なシーティングクリニック手法の開発と、全国への普及を目指した研究を行っています。また遠

隔地の個人病院でも、基幹病院と同じように予防できる未来を目指しています。 

 
Seating Clinicにおける圧力分布に着目した

褥瘡再発予防アプローチ

短期使用から徐々に在宅使用へ

褥瘡（仙骨・坐骨・踵…）

診断・評価

処方・試作

適応・評価

完成品のチェック

定期的フォローアップ

聞き取り調査と生体計測

①創の位置，②生活の中での原因，③圧力
分布（偏在）→①②③が一致すれば，生活の
中の圧力偏在が褥瘡発生原因と特定できる．

Riskは減少したか?
聞き取り調査から発生原因をさがし，
座圧計測でそれを確定する．

   

褥瘡予防＆対策チームの構成

褥瘡

原疾患治療＋再発予防のた
めの日常生活動作の指導：
PT，OT，etc.

発生機序や機序に基づく予防や
治療に関わる基礎研究・機器の
開発と適応：研究職

創を治療する：医
師･看護師
（WOC）･薬剤師，
etc.

介護保険･障害者自立
支援法による日常生活
支援：SW，CW，etc.

チーム･アプローチとしての褥瘡再発予防を理解するために！

創を発見する：本人，
看護＆介助者

通常の健康管理：
看護師･栄養士

「褥瘡は予防し，
治癒させる方法
が何かある！」
という確信ある行
動を形成する！  
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適したクッションを選択することで座圧分散が実現できる

  

座圧分散用クッション，姿勢保持用
バッグを調整した車いす

(JAY system)  
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